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平成２１年度 第一期特別支援教育専門研修 講義等内容

知的障害教育専修プログラム講義等

＊都合により一部変更する場合がある。

講義等題目 講師氏名（所属・職名） 講 義 等 内 容

（講義・演習） 清宮 普美代 特別支援教育を推進するに当たって求められる課題

研究・研修の組織づく （（株）ラーニングデザイン 解決の方策について論述する。講義や演習を通して、

りと運営（ワークショ センター・代表取締役） ファシリテーション、会議運営の方法を学ぶ。

ップとファシリテーシ 研究所関係スタッフ ＊知的障害・肢体不自由・病弱教育専修プログラム

ョンについて） 合同

自閉症の特性と対応 渡部 匡隆 自閉症の障害特性と学習特性を概観し、コミュニケ

（横浜国立大学・教授） ーション行動の形成、生活スキルの形成、自己管理行

動の形成、不適応行動の改善等について高機能の児童

生徒を含め、行動論的立場から援助方法を論述する。

（講義・演習） 佐島 毅 肢体不自由や知的障害のある子どもの中には、視覚

視知覚・認知の評価と （筑波大学・准教授） に何らかの障害や問題を持っている子どもが少なくな

その指導 い。しかし、私たちは、見えにくいために分からなか

ったり不安であったりする子どものことを見過ごして

はいないだろうか。ここでは、様々な視覚の問題と、

見えにくさのある子どもの認知状態への理解について

概説する。また「視る」という視点から、子どもの実

態を正しく評価・把握し、アプローチする方法につい

て具体的に論述する。

＊知的障害・肢体不自由教育専修プログラム合同

特別支援学校の地域に 小澤 至賢 特別支援学校の地域におけるセンター的機能の在り

おけるセンター的機能 （教育支援部・主任研究員） 方と特別支援教育コーディネーターの役割について今

と特別支援教育コーデ 荒川 正敏 後の在り方について論述するとともに、地域全体の支

ィネーターの役割 （横須賀市立船越小学校 援体制と関連させた小学校での実践例を紹介し、小・

・総括教諭） 中学校における支援体制の在り方や特別支援教育コー

ディネーターの役割について論述する。

自閉症教育における 佐々木 正美 自閉症児への総合的な支援の在り方について、

TEACCHの理論と実際 (川崎医療福祉大学・ TEACCHの理論とともに実践例も併せて論述する。

特任教授)

授業研究の理論 太田 正己 知的障害児教育における授業研究の歴史と方法論

（皇學館大学・教授） について概観し、組織的・効果的な授業研究の進め方

や授業づくりの在り方について論述する。

＊知的障害・肢体不自由教育専修プログラム合同

（講義・演習） 涌井 恵 社会性の発達を概観するとともに、知的障害や自閉

社会性の発達と障害 （教育支援部・研究員） 症のある子どもの社会性の発達の支援を進めるために

必要となる、社会的スキルの評価、具体的指導・支援

方法などについて論述する。
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講義等題目 講師氏名（所属・職名） 講 義 等 内 容

（演習） 緒方 登士雄 ノンバーバルコミュニケーションに焦点をあて、研

ノンバーバルコミュニ （東洋大学・教授） 修員相互によるレッスン・プログラムでの体験を通し

ケーション て自らの行動を振り返り、子どもたちとのコミュニケ

ーションを深めるためのかかわりについて論述する。

知的障害教育における 石塚 謙二 学習指導要領について解説するとともに、知的障害特

教育課程 （文部科学省初等中等教育局 別支援学校と知的障害特別支援学級における教育課程

特別支援教育課 について論述する。

・特別支援教育調査官）

認知、コミュニケーシ 宇佐川 浩 知的障害のある子どもへの認知発達臨床アプローチ

ョンの発達と障害 （淑徳大学・教授） の意義とその果たす役割について概観し、その認知発

達過程と認知発達に応じて必要とされる臨床アプロー

チについて論述する。

＊知的障害・肢体不自由教育専修プログラム合同

自閉症の病理 中根 晃 自閉症の概念と診断、情報処理過程の障害や行動障

（横浜市西部地域 害への対処等について、発達援助の方法を含めて論述

療育センター・非常勤医師） する。

特別支援学校における 井上 昌士 特別支援学校における授業研究の在り方を論述し、

授業研究の実際 （教育支援部・総括研究員） 特別支援学校で実際に行った組織的・効果的な授業研

柳川 公三子 究の実際について紹介する。

（富山大学人間発達科学部

附属特別支援学校・教諭）

ダウン症の特性と対応 玉井 邦夫 ダウン症の原因や諸特徴、合併症等に代表される医

（大正大学・教授） 学的特性とコミュニケーションや問題となる行動等の

心理的特性への対応方法について、思春期・成人期に

生じる問題を取り上げながら論述する。

（演習） 猪子 秀太郎 発達障害のある児童生徒に対するアセスメントにつ

発達障害のアセスメン （教育支援部・主任研究員） いて概説し、日本版 PEP-RやWISC-Ⅲを少人数のグル

トの理論と実際①② 伊藤 由美 ープ毎に実習をし，その結果の解釈や支援の在り方に

（発達障害教育情報センター ついて演習を行う。

・研究員）

涌井 恵

（教育支援部・研究員）

応用行動分析学(ABA) 三田地 真実 ２日間の講義を通して、応用行動分析学（ABA)の

の基礎～子どもの行動 （教育ファシリテーション・ 基礎となる「強化の原理」の考え方を元に①子どもの

の理解の仕方～ オフィス・代表） 行動の理解の仕方、②気になる行動の理解と対処の方

法について、演習を交えながら解説する。

気になる行動の理解の

仕方～行動の機能から

のみなおし～



- 23 -

講義等題目 講師氏名（所属・職名） 講 義 等 内 容

発達障害の診断と療育 渥美 義賢 「発達障害とは何か。」について、その概念を解説す

（発達障害教育情報センター るとともに、発達障害と考えられる障害の診断につい

・センター長） て述べる。また、発達障害のある子どもの療育をどの

ように理解し、どのように支援することが望ましいか

についても論述する。

知的障害教育における 井上 昌士 知的障害教育における教育課程編成において、特に

領域・教科を合わせた （教育支援部・総括研究員） 領域・教科を合わせた指導の考え方について概説する

指導の理論 大崎 博史 とともに、子ども主体の学習活動の展開の在り方につ

（教育研修情報部 いて論述する。

・主任研究員） ＊知的障害・肢体不自由教育専修プログラム合同

（演習） 知的障害教育専修プログラム 領域・教科を合わせた指導の授業改善の視点を明ら

領域・教科を合わせた 運営スタッフ全員 かにし、各学校の事例をもとに課題の整理を行い、指

指導の実際１～３ 導計画の改善を図るための演習を行う。

（講義・協議） 長江 清和 現行の特別支援学級の弾力的運用を意識し効果的な

特別支援教室構想にお（八潮市立大瀬小学校・教諭）指導計画の工夫を類型化した実践を紹介し、校内の教

ける弾力的な取組 師が連携した授業づくりの在り方について論述する。

（講義・協議） 奥田 信一 一人ひとりの教育的ニーズを把握し必要な支援を行

特別支援学校における （京都市立北総合支援学校 う特別支援教育に先進的に取り組む京都市立総合支援

一人ひとりのニーズに ・校長） 学校の教育課程編成の実際を紹介し、特別支援学校に

応じた教育課程 おける今後の教育課程編成の在り方について論述する。

知的障害教育における 山本 久美子 知的障害教育における音楽科の指導内容のとらえ方

音楽の指導の実際 （宇都宮短期大学・准教授） や指導の基本的な考え方について、音楽の指導の実践

例を交えながら論述する。

障害児の性教育 國分 聡子 性教育に関する内外の動向を踏まえ、学校教育のな

（静岡県こども家庭相談セン かで性教育を進めていく上での諸課題や指導法、評価

ター中央児童相談所・主査） の在り方、性教育のプログラムについて論述する。

就労をめぐる現状と課 菊地 直樹 知的障害のある人の社会参加の実態を「働くこと」

題 （東京都立あきる野学園 に焦点を当てて概観し、就労を支える個人的条件、制

・主幹教諭） 度的条件、学校教育の役割を論じ、知的障害教育にお

ける当面の課題とその対応策について、実践例をまじ

えて論述する。

知的障害教育における 森脇 勤 知的障害教育における職業教育について、その基本

職業教育の実際 （京都市立白河総合支援学校 的な考え方について述べるとともに、企業等と連携し

・校長） た就労支援の取組を通して、職業教育の在り方につい

て論述する。
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講義等題目 講師氏名（所属・職名） 講 義 等 内 容

特別支援教育における 菊地 一文 キャリア、キャリア教育の定義を確認し、知的障害

キャリア教育 （教育支援部・主任研究員） のある児童生徒を対象としたキャリア教育について論

述する。キャリア発達段階表を活用した実践を紹介す

ると共に、学校教育で行われている児童生徒主体の活

動に対して、キャリアの視点から論述する。

＊知的障害・肢体不自由教育専修プログラム合同

知的障害教育における 菊地 一文 知的障害教育における総合的な学習の時間の意義に

総合的な学習の時間の （教育支援部・主任研究員） ついて概説し、知的障害特別支援学校及び知的障害特

指導の実際 松見 和樹 別支援学級における実践を紹介し、そのねらいのとら

（千葉県立特別支援学校 え方等、今後の実践の在り方について論述する。

流山高等学園・教諭）

知的障害教育における 藤田 英子 知的障害教育における国語科の指導内容のとらえ方

国語の指導の実際 （富里市立富里中学校・教諭）や指導の基本的な考え方について、生活の中で生きる

力となるための国語の指導の実践例を交えながら論述

する。

知的障害教育における 髙橋 玲 知的障害教育における算数・数学科の指導内容のと

算数・数学の指導の実 （群馬県伊勢崎市立北小学校 らえ方や指導の基本的な考え方について、生活の中で

際 北小こども発達相談室 生きる力となるための算数・数学の指導の実践例を交

・教諭） えながら論述する。

知的障害教育における 大崎 博史 学習指導要領における自立活動の理論と自立活動の

自立活動の理論と実際 （教育研修情報部 最新の情報を概説するとともに、知的障害特別支援学

・主任研究員） 校における自立活動の指導体制や指導実践、実践をふ

北島 珠水 まえた評価と指導の改善についての事例を紹介し、知

（秋田県立養護学校 的障害教育における自立活動について論述する。

天王みどり学園・教諭）

神田 真史

（奈良県立奈良養護学校

・教諭）

特別支援学校における 小澤 至賢 特別支援学校における個別の指導計画と個別の教育

個別の教育支援計画・ （教育支援部・主任研究員） 支援計画の作成と活用の在り方を論述し、実際に活用

個別の指導計画の作成 辰巳 武志 した授業の実際例について紹介する。

と活用の実際 （奈良県立奈良西養護学校

・教諭）

小林 紀子

（秋田県立大曲養護学校

・教諭）
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講義等題目 講師氏名（所属・職名） 講 義 等 内 容

（演習） 大久保 直子 教育的ニーズに応じた教材・教具の工夫とその実際

教材・教具の工夫 （特定非営利活動法人発達障 について紹介し、その意義、基本的な考え方、授業等

がいのある人と共に生きる家 で効果的に活用するための視点について論述するとと

族と専門家の集い たすく株 もに演習を行う。

式会社・ネットワーク部門マ

ネージャー）

（演習） 黒谷 厚志 知的障害教育における体育科の指導の基本的な考え

知的障害教育における （愛知県立佐織養護学校 方、児童生徒の体力特性のとらえ方、体育指導の実際、

体育の指導の実際 ・教頭） 生涯にわたるスポーツライフにつながる指導の在り方

について論述する。また、いくつかの運動やゲームな

どの演習を行う。

発達障害の医療と本人 平岩 幹男 発達障害者に対する様々な治療プログラムについて

主体の支援 （国立成育医療センター 概説するとともに、本人主体の支援に視点を当てた具

・クリニカルアドバイザー） 体的な実践例を紹介し、本人主体の支援の在り方につ

いて論述する。
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○実地研修

（希望により、１箇所を選択。希望数によっては調整する場合がある。）

題 目 等 研 修 先 研 修 内 容

①卒業後の就労・生活 就労コース 電機神奈川福祉センターは、知的障害者の社会的自

支援の実際 (電機神奈川、 立をめざし、特に一般企業における知的障害者雇用向

富士電機フロンティア等） け、知的障害者一人一人に個別の目標を設定するなど

総合的な育成をはかっている。また、地域の高齢者・

障害者に対する介護・福祉サービスのプランや調整、

デイサービスを中心とした日中活動の支援も行なって

いる。

富士電機フロンティアは、富士電機㈱の特例子会社

として設立され、富士電機グループにおける、清掃や

製本・印刷、社内メール、部品加工などの幅広い業務

を行っている。

これらの機関における取組の実際を実地に研修し、

卒業後の就労支援、生活支援の在り方について考える

機会とする。

①電機神奈川福祉センター

〒235-0032 神奈川県横浜市磯子区新杉田町8番地の7

②㈱富士電機フロンティア

〒210-9530 神奈川県川崎市川崎区田辺新町1-1

②自閉症教育の実際 自閉症コース 幼稚園、小学校、中学校、技能高等専修学校を設置

（武蔵野東学園等） する武蔵野東学園では、通常の学級の児童生徒と自閉

症のある児童生徒の共学体制をとりつつ、自閉症児へ

の「生活療法」に基づいた療育プログラムを実施して

いる。自閉症教育の実際を実地に研修し、その教育の

あり方について考える機会とする。

学校法人武蔵野東学園

〒180-0012 東京都武蔵野市緑町 2-1-10

武蔵野東第二幼稚園

〒180-0014武蔵野市関前3-37-10
武蔵野東小学校

〒180-0012 東京都武蔵野市緑町2－1－10

武蔵野東技能高等専修学校

〒180-0013 東京都武蔵野市西久保3-25-3

○課題研究

講 義 題 目 等 内 容 等

課 題 研 究 研修員それぞれの課題の解決に向け、図書館での資料収集等、研修員が主体的に計画

を立てて取り組む研修の時間である。全体で７コマを設定している。所外での研修を行

う場合は、所定の手続きによる。


